
いわきビジネスアイディア・プランコンテスト 2005 

開催要綱 
 
１，開催趣旨 
少子・高齢化、グローバリズムの嵐、地域間の競争激化、そして平成の合併や三位一

体の改革など、様々な要因が複雑に作用して、地域の産業と経済は厳しい状況が続いて

います。いわき市においても、中心市街地の空洞化、立地企業の不振と進出企業の減少、

老舗企業の倒産や閉鎖など、元気の出ない話題が多いです。 
このような閉塞状況を打開するためには、地域の産業や経済を牽引する、次世代の産

業群・企業群が必要なのです。環境や福祉の分野、情報通信の分野、エネルギーや機械

加工・制御の分野、新しいサービス業・商業や地域社会の課題を事業の手法で解決を図

るコミュニティビジネス、大学などのもつ技術を活用する大学発のビジネスなど、次世

代の産業群・企業群を生み出す種子はたくさんあります。 
産業界は、事業の再編、事業の多角化、新しい連携、海外展開、縮小など、大学は、

学部の再編、新しい学部の増設、地域連携部門の創設、大学発事業の展開など、行政は、

いわきパイロットオフィスの設置、戦略的な産業育成の計画立案、産学官の連携組織の

設立など、それぞれに努力しています。 
また、昨年開催のコンテストからは、大学発バイオベンチャー（有）バイオインテッ

クが誕生しました。 
このような動きと連携し、次世代の産業群・企業群を生み出す種子を見つけ、起業家

精神の喚起と育成、新規開業者や起業家（アントレプレナー）の輩出、企業の設立を目

標に、いわきビジネスアイディア・プランコンテスト 2005（IBPC2005）を開催します。 
 

２，コンテストの概要 
① ビジネスのプランやアイディアを競うコンテストです。 
応募者は、所定の応募用紙に、事業のプランや思いついたアイディアを記載して応

募します。何点でも応募できます。 
目利き委員会（審査委員会）が、実現性、ある程度の新規性、応募者の事業者とし

ての人物判断、市場性、経営資源をどこまで準備できるかなどの視点で、一次審査

（書類審査）・二次審査（応募者が目利き委員の前で自分の事業プランをプレゼンテ

ーションします）を行い、優秀者に賞状･副賞などを贈り、開業・起業を支援します 
 
② 標語 
・ あなたのプランとアイディアで、いわきを楽しく豊かに――！  
・ いわき発― つかめ！起業チャンス 
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③ 主催：いわきビジネスアイディア・プランコンテスト 2005実行委員会 
④ 事務局：いわきリエゾンオフィス企業組合 

 
３，開催要項 
（１） 募集内容 
① プラン部門 
実際に、原則として、応募者が事業を行うことが前提です。あるいは、事業とし

て実現できる内容でなければいけません。応募者が事業を行う予定がない場合は、

アイディア部門に応募してください。 
プランの作成は、所定の応募用紙に従い、プランの名称とその概要、売上げの予

定、どのような事業の形態にするのか、資金の計画、現在の課題などを記載しま

す。 
② アイディア部門 
まだ、具体的な事業の計画や開業の予定はないが、ビジネスのアイディアをもつ

人が対象です。いわき楽しく豊かにするような、柔軟な発想でユニークなビジネ

スのアイディアを募集します。 
対象は、個人です。法人は、応募することができません。 
テーマは自由です。 
応募したアイディアを、別な人が事業化する場合は、本人同士の話し合いで行う

こととします。 
 

注-1：応募者が、プラン部門かアイディア部門かに迷ったときは、事務局に相談して
ください。 

注-2：応募用紙は、ホームページに掲載してあります。ダウンロードして使用してく
ださい。http://www.iwaki-liaison.co.jp/IBPC2005/ 

注 -3：応募者が、応募用紙の書き方などで質問がある場合は、電子メール
（info@iwaki-liaison.co.jp）か、ファックス（0246-46-2721）で、事務局に問
い合わせしてください。 

 
（２） 応募資格 
① いわき市在住の人 
② いわき市内の企業や店舗に勤務している人 
③ いわき市内の学校で学んでいる人 
④ 自分のプランを、いわき市内で開業・起業しようと考えている人 
⑤ 上記の①から④までの人を中心とした団体やグループ 
⑥ いわき市内に登記している企業や NPO法人 
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（３） 開催日程 
① 2005年 6月 22日 第 1回実行委員会・目利き委員会 
② 2005年 7月 1日 公募受付開始 
③ 2005年 7月上旬 大学などでの説明会 
④ 2005年 7月中旬 過去の応募者への説明会 
⑤ 2005年 9月下旬 第 2回目利き委員会 
⑥ 2005年 9月 30日 公募締め切り 
⑦ 2005年 10月上旬 一次審査（書類審査） 
⑧ 2005年 10月中旬 一次審査通過プランのブラシアップ 
⑨ 2005年 10月 22日 二次審査（公開審査） 

プレゼンテーション 
審査 
第 3回目利き委員会 
第 2回実行委員会 
記念講演 
表彰式・目利き委員長講評 

⑩ 2006年 1月 13日 第 3回実行委員会 
 
（４） 表彰 
① プラン部門 

・ 最優秀賞   賞状・副賞（50万円）（1件） 
・ 優秀賞   賞状・副賞（10万円）（1-2件程度） 

② アイディア部門 
・ グッドアイディア賞  賞状・副賞（富士通製ノートパソコン）（1件） 
・ ピカリアイディア賞  賞状・副賞（図書券 3万円）（1-2件程度） 

③ 審査の結果、目利き委員会が、その賞について受賞者無しとする場合があります。 
④ 公開審査・記念講演・表彰式は、2005年 10月 22日午後に開催します。 

 
（５） 応募者・受賞者の特典 
いわきビジネスアイディア・プランコンテスト 2005（IBPC200）は、単なるコンテ
ストではありません。目標は、次世代の産業群・企業群を生み出す種子を見つけ、起

業家精神の喚起と育成、新規開業者や起業家（アントレプレナー）の輩出、企業を設

立することです。 
 
この観点から、応募者と受賞者には、次の特典があります。 
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① 個別相談 
応募者全員に対して、入賞のいかんに係わらず、無料で 3回まで、目利き委員に
よる個別相談を行います。個別相談は、希望者のみに行います。 
 

② 開業・起業支援 
経営者、中小企業診断士、採算可能性調査（フィージビリティー・スタディー）

実務者、金融機関などによる、開業・起業支援です。 
具体的には、 
・ 専門家による指導 
・ プランの事業の具現化に向けてのブラシアップ 
・ 実際に開業・起業するための支援 
・ 市場調査 
・ 資金調達の支援 
・ その他、応募者・受賞者が希望すること 
 

③ インキュベーションルームの提供 
応募者・受賞者が希望する場合は、別途審査の上、いわきリエゾンオフィス企業

組合が運営するインキュベーションルーム（13.25㎡）を、無償で１年間提供しま
す。 
事業を始め、事業の進み具合によっては、延長は可能です。２年目以降は、若干

の費用負担が発生します。 
 
④ インキュベーションファクトリーの提供 
応募者・受賞者が事業を行う場合で、必要となる工場を準備することが困難な場

合、別途審査の上、いわきリエゾンオフィス企業組合が運営するインキュベーシ

ョンファクトリー（100-300㎡）を無償で１年間提供します。 
事業を始め、事業の進み具合によっては、延長は可能です。２年目以降は、若干

の費用負担が発生します。 
 
⑤ 開業・起業資金の提供 
ひまわり信用金庫と提携し、いわきビジネスアイディア・プランコンテスト 2005
融資を実施します。融資枠は総額で、3,000万円です。 
応募者・受賞者が開業・起業時に必要となる資金を、別途審査の上、優先して融

資します。②の開業･起業支援を受けていることが条件です。 
公開審査後、応募者全員に対して、いわきビジネスアイディア・プランコンテス
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ト 2005融資の利用の有無をお聞きします。希望者は、個別相談を通して、融資
についての相談を行います。 
 

⑥ 投資家とのマッチングの提供 
応募者・受賞者が開業・起業する場合、投資家とのマッチング、および投資その

ものを提供します。 
 

（６） 審査 
① 一次審査（書類審査） 
プラン部門･アイディア部門の両方 

② 二次審査（公開でのプレゼンテーション審査：2005年 10月 22日午後） 
プラン部門のみ 
プレゼンテーションは、原則として、マイクロソフト社のパワーポイントを使用

して、約 20分行います。その後、目利き委員による質疑があります。 
パワーポイントが使えない人は、事前に事務局に相談してください。 

③ 一次審査は、目利き委員全員が、審査項目ごとに 5段階で採点し、各々の委員が
順番を決めます。高順位の獲得が多い応募者を、プラン部門での一次審査通過者

とします。アイディア部門では、入賞者とします。 
二次審査も、目利き委員全員が、審査項目ごとに 5段階で採点し、各々の委員が
順番を決めます。高順位の獲得が多い応募者を入賞者とします。 
ただし、目利き委員会は、「高順位の獲得が多い応募者」が受賞に値するかどう

かを議論したうえで、入賞者を決めます。議論の結果、「高順位の獲得が多い応

募者」が必ずしも受賞に値しない場合は、入賞者無しとする場合もあります。 
④ 一次審査を通過した応募者には、プランのブラシアップ、プレゼンテーションの

方法などについて、事務局などで支援します。 
⑤ 応募者は、全員原則として、2005年 10月 20日午後の開催予定の公開審査・表
彰式に参加していただきます。 
参加できない場合は、応募を取り消す場合があります。 

⑥ 公開でのプレゼンテーション審査に参加できない場合、一次審査に通っていても、

二次審査を受けられない場合があります。応募者本人の都合が悪い場合は、応募

プランを事業化していく場合の関係者による、代理のプレゼンテーションを認め

る場合があります。事務局に、早めに申し入れしてください。 
⑦ プレゼンテーションの詳細については、一次審査を通過した応募者に、別途案内

します。プレゼンテーションの順番は、公開審査の当日、会場で発表します。 
⑧ 公開でのプレゼンテーション審査に参加できない応募者は、原則として失格とな

ります。事務局に、早めに申し入れしてください。 
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⑨ アイディア部門についての入賞者の発表も、公開審査の当日、発表します。事前

の問合せにはお答えできません。 
 

（７） 応募方法 
① 所定の応募用紙に必要な事項を記載して、事務局へ郵送してください。電子メー

ルに添付しての応募は受け付けます。ただし、ファックスによる提出は受け付け

ません。 
② 募集期間は、2005年 7月 1日（金）から 2005年 9月 30日（金）（当日消印有
効）です。 

③ 応募者には、応募書類が届いた時点で、「受付票」を発行します。 
④ 応募用紙以外の書式では、受付できません。無効となります。その場合は、応募

者へ連絡し再提出を案内します。 
⑤ 応募用紙への記載が不適切な場合は、無効となります。その場合は、応募者へ連

絡し再提出を案内します。 
⑥ 提出した応募用紙の修正は、公募期間内であれば、修正を受け付けます。ただし、

修正は本人が行い、応募用紙一式を再提出しなければなりません。 
 
（８） 注意事項 
① 応募内容、および応募者の秘密は厳守します。ただし、特別なノウハウや機密事

項については、特許などの法的な保護を、応募者の責任であらかじめ処置してく

ださい。 
② 受賞した場合、「応募者名」「プラン、アイディア名」「応募概要」を公表します。

マスコミにプレスリリースしますので、新聞などに掲載される場合もあります。 
③ 「応募概要」は、応募用紙の書式に基づき、応募者本人が記載しなければなりま

せん。 
④ 匿名や仮の名前、ペンルーム、雅号での応募はできません。 
⑤ 住所が特定できない場合は、応募することができません。 
⑥ 企業名･団体名･特定非営利活動法人（NPO）・グループやサークルでの応募はで
きます。その場合は、代表者を応募者とします。 
必要に応じて、登記簿謄本、定款や会則を提出していただく場合もあります。 

⑦ 審査方法、および審査結果についての、個別の問合せには一切お答えできません。

ただし、審査基準とその内容については、ホームページで公表します。 
⑧ 応募書類は、返却しません。控えなどは、応募者の責任で行ってください。 
⑨ 一人の応募者が、プラン部門とアイディア部門に応募することができます。ただ

し、同じ内容のもので同時に両部門に応募することはできません。両部門に応募

する場合は、テーマを変えなければいけません。 
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⑩ 何件でも応募することができます。 
 
４，実行委員 
福島県いわき地方振興局・いわき市・いわき商工会議所・福島県商工会連合会 
（財）福島県産業振興センター・福島県中小企業団体中央会 
いわき明星大学・東日本国際大学・福島工業高等専門学校 
いわき金属工業協同組合・いわきリエゾンオフィス企業組合 

 
【別紙】実行委員会規約 
 
５，目利き委員（審査委員） 
庄司秀樹（東洋システム株式会社代表取締役）（委員長） 
伊藤 実（いわき産業人クラブ事務局長）（副委員長） 
市東正晴（いわき金属工業協同組合事務局長） 
佐藤フロンズ（有限会社 ABCいわき代表取締役） 
大川信行（東日本国際大学経済学部教授） 
大隈信行（福島工業高等専門学校物質工学科教授） 
高山文雄（いわき明星大学科学技術学部教授） 
渡邉正幸（福島県ハイテクプラザいわき技術支援センター長） 
猪狩光雄（ひまわり信用金庫） 
佐藤直美（有限会社インキューブ代表取締役） 

 
【別紙】目利き委員会規約 

 
６，後援 
いわき民報社・福島民報社・福島民友新聞社・FMいわき・日刊工業新聞福島支局 
 

７，協賛 
ひまわり信用金庫・東洋システム株式会社・富士通株式会社 

 
８，事務局 

 いわきリエゾンオフィス企業組合 
970-8043 いわき市中央台鹿島 1-22-3 
電話：(46)2720 ファックス：(46)2721 
info@iwaki-liaison.co.jp 
http://www.iwaki-liaison.co.jp/IBPC2005/ 
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